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日時：1月27日(日)　10時より

第27回中央委員会

県労連

場所：人権啓発センター

議題：春闘方針案

その他

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
加
盟
組
合
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

県
労
連
の
活
動
へ
の
結
集
に
感
謝
を
し
、

こ
の
一
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
い
年

に
し
よ
う
と
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
大
会
は
、
増
勢
で
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
面
で
は
、
脱
原
発
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
反
対
な
ど
の
運
動
で
幅
広
い
共
同

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「あ
っ
た
か
村
相
談
会
」
の
全
県

下
への
広
が
り
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の

活
動
な
ど
地
域
か
ら
貧
困
を
な
く
し
、

労
働
条
件
の
底
上
げ
、
未
組
織
職
場
の

組
織
化
の
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
は
こ
の
よ
う
な
運
動
や

民
意
に
反
す
る
安
倍
内
閣
が
発
足
を
し

ま
し
た
。

　
民
意
と
あ
べ
こ
べ
、
時
代
の
進
歩
と

あ
べ
こ
べ
、
平
和
な
日
本
と
あ
べ
こ
べ
、

ま
さ
に

「あ
べ
こ
べ
内
閣
」
で
あ
り
ま

す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
あ
べ
こ
べ
内
閣
が

生
ま
れ
た
の
か
？

　
「民
主
党
の
失
敗
」、
「小
選
挙
区
制

の
ゆ
が
み
」、
「マ
ス
コ
ミ
の
世
論
誘
導
」

と
い
う
棚
か
ら
落
ち
て
き
た
「棚
ぼ
た
」

内
閣
で
あ
り
ま
す
。

　
雇
用
分
野
で
言
え
ば
、
解
雇
規
制
の

緩
和
、
非
正
規
の
拡
大
、
最
低
賃
金

制
度
の
見
直
し
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
軍
慰
安
婦
の
存
在
を
否
定
す
る

「安
倍
談
話
」
が
準
備
を
さ
れ
、
歴
史

の
修
正
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
憲
法
九
六
条
を
改
悪
し
改
憲

の
敷
居
を
低
く
し
て
お
い
て
、
本
丸
の

九
条
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
右
翼
と
構
造
改
革
の
継
ぎ
合
わ
せ

が
、
今
の
自
公
政
権
、
そ
し
て
維
新
な

ど
の
実
態
で
す
。

　
七
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
戦
わ
れ
ま

す
。そ

う
い
う
点
で
一
三
春
闘
は
、
①
生

活
と
雇
用
を
守
る
春
闘
、
②
脱
原
発
、

消
費
税
引
き
上
げ
反
対
な
ど
国
民
的

共
同
を
広
げ
る
春
闘
、
③
政
治
を
変

構
造
改
革･

右
傾
化
を
許
さ
な
い

　

え
る
「世
直
し
春
闘
」、
政
治
の
右
傾
化

を
食
い
止
め
る
「救
国
春
闘
」、
④
組
織

を
強
く
大
き
く
す
る

「組
織
建
設
春

闘
」
で
す
。

　
困
難
な
壁
に
ド
ア
を
付
け
、
そ
れ
を

共
同
の
力
で
押
し
開
け
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

県労連　田口委員長

　

県
労
連
役
員
一
同
、
新
し

い
年
も
運
動
の
前
進
の
た
め

に
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

執
行
委
員
長　
　

田
口
朝
光

副
執
行
委
員
長　

西
山　

潤

副
執
行
委
員
長　

樫
原
正
彦

副
執
行
委
員
長　

畑
山
佳
代

副
執
行
委
員
長　

杉
村
浩
司

副
執
行
委
員
長　

武
田
孝
子

書
記
長　
　
　
　

牧　

耕
生

書
記
次
長　
　
　

金
子
竜
太

書
記
次
長　
　
　

中
岡
健
太

執
行
委
員　
　
　

細
木
澄
人

執
行
委
員　
　
　

小
松
貴
徳

執
行
委
員　
　
　

千
崎
尚
志

執
行
委
員　
　
　

上
村
隆
敏

執
行
委
員　
　
　

古
畑
邦
明

執
行
委
員　
　
　

竹
村
友
子

執
行
委
員　
　
　

牧
田　

寛

執
行
委
員　
　
　

山
本
浩
史

執
行
委
員　
　
　

高
月
陽
生

執
行
委
員　
　
　

山
崎
正
人

執
行
委
員　
　
　

筒
井
典
子

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

闘
い
の
前
進
で
世
直
し
春
闘
に
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十
二
月
　

く
ら
し
あ
っ
た
か
村

何
で
も
相
談
会

七
月
　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
「働
く
も
の
の

学
習
交
流
集
会
ｉ
ｎ高
知
」

九
月
　

第
二
十
五
回
定
期
大
会

三
月
　

三･

一
一
原
発
反
対
集
会

五
月
　
メ
ー
デ
ー

二
月
　

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
支
援
集
会

一
月
　

県
労
連
旗
開
き

四
月
　

伊
方
原
発
問
題
で

国
民
大
運
動
が
県
要
請

六
月
　

最
賃
デ
ー
　
労
働
局
前
宣
伝

六
月

伊
方
原
発
再
稼
働
反
対

松
山
集
会

二
月

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ

消
費
税
増
税･

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

自
動
車
パ
レ
ー
ド

十
二
月

生
公
連･

ト
ン
ネ
ル
視
察

幅
広
い
共
同
が
広
が
っ
た
一
年

　

昨
年
は
、
原
発
再
稼
働
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
、
消
費

税
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
な
ど
の
問
題
で
幅
広
い
共
同

を
築
く
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
年
に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　
県
労
連
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
食
健
連
や
生
公
連
な
ど
の
運

動
も
活
発
に
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
繋
が
り
を
通
じ
て
、
県
労
連
の
運
動
を
も
う
一
歩
大
き
く

踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

八
月

い
の
健
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
学
習
会

十
月
　

ル
ネ
サ
ス
問
題
で

香
南
市
と
懇
談

十
一
月

雇
用
問
題
で
県
交
渉

十
二
月
　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ルネサス労働者に渦巻く不安

～家族に届いたメッセージ～
「初
め
ま
し
て
、
失
礼
し
ま
す
。
お
礼

の
お
手
紙
を
書
こ
う
と
思
う
内
に
、

す
っ
か
り
師
走
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
し

た
が
、
先
だ
っ
て
は
遠
い
所
は
る
ば
る

香
南
市
は
ル
ネ
サ
ス
エレ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ま

で
演
説
に
来
て
下
さ
り
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 

私
、
ル
ネ
サ
ス
の
子
会
社
の
社
員

の
家
族
で
ご
ざ
い
ま
す
。
力
強
い
演

説
に
励
ま
さ
れ
ま
た
勇
気
付
け
ら

れ
、
感
謝
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

   

訴
え
掛
け
て
下
さ
っ
た
通
り
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
、
精
神
ま
た
経
済

面
共
に
大
変
不
安
定
な
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
の
温
か
い

お
言
葉
ど
ん
な
に
か
あ
り
が
た
く
思
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

　 

お
葉
書
か
ら
で
す
が
、
こ
ち
ら
か

ら
お
礼
を
・
・
・
。

　
私
、
県
労
連
Ｈ
Ｐ
”委
員
長
の
つ

ぶ
や
き
”の
お
言
葉
、
と
て
も
大
好

き
で
す
。
私
も
一
歩
一
歩
力
強
く

歩
き
つ
づ
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」

　 

今
、
電
気
産
業
に
は
「十
三
万

人
リ
ス
ト
ラ･

合
理
化
」
と
言
わ
れ

る
大
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
解
雇
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
、
人
権
侵
害
を
も
い
と
わ

な
い
解
雇
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

　 

十
月
に
ル
ネ
サ
ス
に
つ
い
て
も
、

全
国
で
七
千
人
の
リ
ス
ト
ラ
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
五

千
人
の
解
雇
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　 

お
手
紙
を
頂
い
た
ご
家
族
の
よ
う

に
、
今
も
解
雇
の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
日
々
を
過
ご
す
労
働
者
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、

今
後
も
雇
用
と
地
域
経
済
を
顧
み

な
い
解
雇
に
反
対
し
、
労
働
組
合

の
存
在
を
知
ら
せ
る
活
動
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
十
月
に
行
っ
た
ル
ネ
サ
ス
前
で
の
宣

伝
行
動
の
際
、
ル
ネ
サ
ス
で
働
く
労
働

者
の
ご
家
族
か
ら

，
お
礼
の
お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
の
で
、

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
一
月
二
十
八

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
短
く

て
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

賃
上
げ
で
日
本
の
夜
明
け
高
知
か
ら

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
（牧
師
）

時事川柳を募集中！

　

１
４
７
号
の
答
え
は
「
ハ
ツ
ヒ

ノ
デ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

強
い
国
戦
争
で
な
く
賃
上
げ
で

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（牧
師
）

　
　
　

國
貞　

満　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

和
田　

亜
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

海
老
川　

悦
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

福
袋
消
費
税
原
発
ゼ
ロ
が
飛
び
出
し
た

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

初
競
り
に
目
玉
飛
び
出
る
マ
グ
ロ
顔

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○12月号の「各党の法案に対する賛否･政策態度」は

すごく参考になりました。マスコミの片寄った報道に左右

されることなく、自らがしっかりと判断したいと思います。

自治労連（Ｃ･Ｓ）

○国民の為を思って政治をしてもらいたい。 2世3世の

政治家が多いのは、 おいしいから？と考えるのは、 ひ

ねくれているから？自治労連 （Ｙ･Ｙ）

安
倍
政
権
昔
の
名
ば
か
り
出
て
い
ま
す

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

○最近ＴＶや雑誌で、 「ブラック企業」 についての番組

や記事を見た。 教育現場のすさまじい多忙化と、 時間

外の勤務は、 まさに 「ブラック企業」 と同じと思ったもの

でした。 県教組 （Ｈ･Ｎ）

○答えのとおり、 初日の出が拝めるといいですね。 自

治労連 （Ｔ･Ｈ）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
枠
に
入
る

文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何

で
し
ょ
う
。

タ
テ
の
カ
ギ
】①
○
○
借
り
な
し

　
②
―
―
上
２
つ
に
分
け
る
　
③

内
助
の
○
○
　
④
三
十
一
音
で
表

現
　
⑥
旧
国
名
は
ソ
連
　
⑧
発
熱

し
ぞ
く
ぞ
く
と
寒
気
　
⑨
薄
布
団

で
―
―
し
風
邪
を
ひ
く
　
⑪
―
―

投
げ
首
　
⑬
抜
け
穴
だ
ら
け
の
○

○
法
　
⑮
○
○
の
御
嶽
山

【ヨコのカギ】①

○○に耳あり　

③三味線に合

わせて歌う短い

俗曲　⑤――新

婦の登場！　⑦

忠臣蔵の赤穂

○○　⑧小高い土

地　⑩イルカと並び

水族館の芸達者　

⑫旅券の査証　⑭

試験前に歴史的出

来事を――　⑯Ｍ

寸より大

○衆院選は予想通りの結果となった･･･憲法改正だけは反対したいものだ。

県教組 （Ｙ･Ｓ）

○今年給料上がりませんでした。55歳昇給停止は聞き覚えがあったもの

の、 まさか50 歳で止まるとは･･･給料表改正により、 私の級では最後の

号まで行ってしまったので、 上がる号がない、 上がるには級が上がるし

かないと言われましたが･･･上がれないまま、定年を迎えている仲間も居ま

す。給料表がないから上がらない、こんな事普通ですか？他の市町村で

も起きているのでしょうか？室戸市だけ？改善方法はないものなのでしょう

か？組合に聞いても仕方がないと言われましたが、納得できる訳もなく･･･

自治労連 （O･Y）

新年の抱負「年男」

つ
い
に
三
週
目
の
干

支
を
迎
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
次
の
干
支
を
迎

え
る
と
き
に
後
悔
の
な

い
よ
う
に
、
一
日
一
日

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
年
男･

年
女
は
こ
う
ち
生
協
労
組
の
中
岡
書

記
長
で
す
。今
年
の
決
意
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
う
ち
生
協
労
組
の
今
春
闘
で
は
、
「職
場
が
生
き

返
る
春
闘
に
」
を
合
言
葉
に
、
今
ま
で
の
活
動
を
さ
ら

に
前
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
場
に
「見
え
る
」

組
織
か
ら
、
職
場
で
「光
る
」
組
織
へと
た
た
か
い
の
中

で
成
長
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
秋

闘
の
残
り
の
課
題
と
ど
う
向
き
合
う
か
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
新
年
早
々
に
予
定
し
て
い
る
団
交
で
は
、
結
果

に
こ
だ
わ
っ
て
粘
り
強
く
た
た
か
い
、
今
春
闘
に
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。




